
管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
十
号 

 
埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

三 

井 

隆 

司 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
下
水
道
管
理
課
長
」
の
下
に
「
、
下
水
道
事
業
課
長
」
を
加
え
、

同
項
第
三
号
中
「
下
水
道
管
理
課
長
」
を
「
所
属
す
る
課
の
課
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
三
項
中
「
た
だ
し
書
き
」
を
「
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
九

条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

９ 

管
理
者
は
、
職
員
（
別
に
定
め
る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
つ
い
て
、
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
に
つ
い
て
職
員
の
申
告
を
考
慮
し
て
当
該
職
員
の
勤
務
時

間
を
割
り
振
る
こ
と
が
公
務
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
第
二
項
、
第

三
項
、
第
五
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
申

告
を
経
て
、
四
週
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
週
を
単
位
と
し
て
別
に
定
め
る
期
間
ご
と
の
期
間

に
つ
き
第
一
項
、
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
と
な
る
よ
う
に
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
。 

10 

前
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
の
割
振
り
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
の
申

告
を
考
慮
し
て
所
属
長
が
定
め
る
。 

11 

前
各
項
に
定
め
る
ほ
か
、
勤
務
時
間
の
割
振
り
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
及
び
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
に
よ
る
勤
務
時
間
の
割
振
り
の
例
に
よ
る
。 

 

第
四
条
第
五
項
中
「
前
四
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

前
各
項
に
定
め
る
ほ
か
、
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
に
よ
る
休
憩
時
間
の
例
に
よ
る
。 

 

第
六
条
た
だ
し
書
中
「
設
け
る
も
の
と
し
」
の
下
に
「
、
第
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務

時
間
を
割
り
振
る
職
員
（
別
に
定
め
る
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
日

曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え
て
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
週
休
日
は
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
は

当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
い
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤

務
職
員
に
つ
い
て
は
業
務
の
実
情
に
応
じ
、
第
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り



振
る
職
員
に
つ
い
て
は
当
該
職
員
の
申
告
を
考
慮
し
て
、
所
属
長
が
定
め
る
。
た
だ
し
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
職
員
の
う
ち
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付

短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
業
務
の
実
情
に
応
じ
て
定
め
た
も
の
に
加
え
て
当
該
職
員
の
申

告
を
考
慮
し
て
、
週
休
日
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
ほ
か
、
週
休
日
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
に
よ
る
週
休
日
の
例
に
よ
る
。 

 

第
七
条
第
三
項
中
「
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
条
中
「
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

管
理
者
の
指
定
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
。 


